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Ｎ The vessel is equipped with various

measuring and analyzing devices in phys‑

ical oceanography (e.g., CTD), chemical

oceanography (e.g., automatic dissolve

oxygen meter), marine geology (e.g., mul‑

tibeam sonar), marine biology (e.g., nets,

ROV), and ocean acoustics (e.g., multi‑

frequency quantitative echosounder).

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 5 March, 2020

 Contact point for the notice : Takahiro

Akabuchi, Ship Management Section,

Hokkaido University Hakodate Campus,

311 Minato‑cho Hakodate‑shi Hok‑
kaido 0418611 Japan, TEL 013840
5512

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年２月３日
国立大学法人東京農工大学学長 大野 弘幸
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 13
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 15
 導入計画物品及び数量 多地点制御遠隔講
義システム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和２年度９月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 全国18大学の各拠点を高品位の映像と音
声で、リアルタイムに双方向で通信できる
こと。本導入で設置する拠点すべてが同じ
遠隔講義に参加できること。並行して複数
の遠隔講義を開催できること。
Ｂ 遠隔講義の内容を録画し、さまざまな方
法で再生できること。人物とコンテンツ映
像、音声を同時に記録できること。並行し
て複数の会議を同時に収録可能であるこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年３月５日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒1838509 東京都府中市幸町
３５８ 東京農工大学府中地区事務部会
計室契約係長 津久井一哉 電話042367
5657

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和２年２月３日から令和２年
３月５日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和２年２月12日10時00分
 開催場所 東京農工大学農学府本館１階第
１会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。

Ｃ 各端末は、ＨＤカメラ、高品質マイク、
テレビ会議端末、表示装置、音響装置、自
動化機器、データ共有機能及び内蔵多地点
接続機能などにより構成する。ビデオ映像
は多地点接続環境において720p以上の高
解像度と高品質音声であり、他メーカー製
品機種との互換性を持ったビデオ会議シス
テムであること。
Ｄ 予約管理システムは、システムやネット
ワークの運用状況、利用状況、障害発生等
を集中して監視、記録、通知できること並
びに利用者管理を一元的に行えること。
Ｅ システム供給者は、システム障害に迅速
かつ的確に対処できる体制及び恒常的なサ
ポート体制を有すること。また、システム
の円滑な移行やその後の運用をサポートす
ること。

６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 15

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Instruction of Automated

Mulch‑point Remote Lecture System 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Each room can communicate bi‑

directionally in real time with high qual‑

ity video and audio. In this system, all

rooms can be joined in the same remote

lecture. Some remote lectures can be per‑

formed simultaneously.

Ｂ The system can record remote lectures

that contain person and contents video.

Recorded videos can be played in a vari‑

ety of environments. The system can rec‑

ord some of the remote lecture at the

same time.

Ｃ Each terminal has HD cameras, high

quality microphones, video conference

terminals, display devices, audio equip‑

ment, automation equipment, teleconfer‑

ence module and so on. A teleconference

module is corresponding to multiple 720p

high resolution video and high quality

audio. And A teleconference module can

be interoperability of other products.

Ｄ The reservation system has an in‑

tegrated management system. The sys‑

tem can monitor and notify status of

equipment. And status of equipment can

be logged. The system must also have an

user management function.

Ｅ A system supplier to make quick and

accurate support for faults and failures.

In addition, a system supplier is able to

support migration and operation of the

system.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 5 March, 2020

 Contact point for the notice : Kazuya

Tsukui, Section Chief for Contract and Pur‑

chase Section,Accounting at Fuchu Ac‑

counting Office, Tokyo University of Agri‑

culture and Technology, 358 Saiwai‑
cho Fuchu‑shi 1838509 Japan, TEL 042
3675657

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年２月３日

国立大学法人長崎大学長 河野 茂
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 42
〇第７号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量 原爆被爆者データ
ベース用電子計算機システム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 令和２年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件 こ
の電子計算機システムは原爆後障害医療研究
所において原爆被爆者の医学情報の保存、管
理および疫学研究に使用する。システムの基
本的要求要件を以下に示す。
Ａ 電子計算機システムは、データベースシ
ステム、データ解析システム、健診成績表
示システム、パーソナルコンピュータシス
テム及びこれらを相互に接続するネット
ワークから構成されていること。また、不
正アクセスおよび情報漏えい等への対策が
なされていること。
Ｂ データベースシステムは、データベース
の高速検索が可能であり、種々の入出力装
置を有すること。
Ｃ データ解析システムは、データ解析のた
めの統計処理が行えること。また、同時に
10ユーザ以上が利用可能であること。
Ｄ 検診成績表示システムは、遠隔接続によ
りデータベースの検診成績をグラフ等で表
示できること。また、同時に５ユーザ以上
が利用可能なこと。
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